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概要

2012 年 12 月に発表された “Arioso immodicus II for
Zephyros” は、ゼフィロスというスライド付きトラン
ペットの為の作品であり、コンピュータを用いて作曲さ
れた。この楽曲における創作手法について解説する。

“Arioso immodicus II for Zephyros”. which was per-
formed on December 2012,was composed by using a com-
puter for Zephyros which is the trumpet with a slide. I will
explain creation method in this piece.

1. はじめに

“Arioso immodicus” はトランペット奏者の曽我部清
典氏の委嘱により作曲された作品で、Iが 2004年に、II
が 2012 年 12 月に同氏により初演されている。この作
品は、ゼフュロス [1]というピストンとスライドの 2つ
の音程制御機能を持つ創作楽器の為に作曲された作品で
ある。当初、この 2つの音程機能を用いることにより、
微分リズムや不完全連符を用いた非拍節的リズムを歪
んだ空間性を“うた“の中に取り入れることを目的とし
て作曲されたが、IIでは、Iの基本的な素材は受け継ぎ
ながらも、音列、リズム、拍構造などのパラメータ処理
を、コンピュータを用いて制御する手法を試みている。
この曲は現在、ワークインプログレスとして様々な手法
を用いながら作品を追加してゆく事が検討されている。

2. 楽的背景

作曲という行為は、音楽に内在する様々なパラメータ
の変化を、作曲者が意識的、或いは無意識的な思考に
よって、時間軸上に具体化する芸術行為と言える。作曲
家が作品を創る際に、作曲家はそれらのパラメータから

主知的にいくつかを選択し、時間的な変化を与えること
で作品が形成されると言える。本作品では音楽における
リズムの役割を重要視し、旋律を”うた”という極めて
単純化された形式に当てはめることで、他の音楽的な要
素に聴衆の耳が向かうよう設計された。特にこの作品に
おいてはルズムを重視し、音楽における緊張度を変化さ
せる主要な要素としての役割をリズムに与えることに
した。例えば、“Arioso immodicus”におけるリズムは、
定拍的なパルスが、音符の付加、削減等により一定しな
い拍節構造を発生させるで、緊張度の変化を引き起こし
ている。また、不完全な連符を用いる事で歪んだ空間を
発生させ、緊張度の増減を生み出す役割を果たしている
事になる（図１）。ここでは一定しないパルスが音楽を
構成するうえで重要な役割を果たしている。

図 1. Arioso immodicus I

3. 音楽におけるパルス

音楽とは、音楽上の時間的変化とそこに内在する統一
性との相克の上に成り立つ芸術であると考えられる。音
楽が時間的に変化する際、音高、音強、リズム、音色等
のパラメータがそれぞれ、単独で、あるいは相互に関連
し合いながら音響的に変化を成してゆく。この中の、リ
ズムに着目してみると、リズムはパルスの上に存在し、
そのパルス上で変化することによって、安定感と変化に
よる多様性を確保できると考える事ができる。基本的
にパルスは、楽曲構成上の大きな変化を要請されない限
り、変化する事は無く、一定の安定した状況を音楽に与
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えることに貢献しその役割を果たす。もちろん、テンポ
の変化によるパルスの不安定化は、楽曲構成上、段落上
の区切りを導いたり、心理的な高揚感、収束感を演出す
る事は有るものの、基本的に不安的な状態を嫌うパラ
メータである。“Arioso immodicus I”では、このパルス
の問題に着目し、不完全連符を用いてパルスの不安的化
を図り、その変化による音楽的緊張感を構成上の主要な
要件としてした。
リズムは変化の度合いが減少し、一定の間隔で発音す
る単純なリズムになる事により限りなくパルスに近づ
く。“Arioso immodicus II”では、リズムをパルスと見立
てる事により、連符の変化、不完全連符の導入と音形間
の休符の増減による緊張感の演出を図った。

4. MAXによる実装

IIを作曲するにあたって、コンピュータを用い音楽上
のパラメータの処理行うこととしたが、プログラムの実
装に際しては、I の冒頭の小節の音列構造を用いつつ、
非拍節リズム、完結しない連符を、それぞれ緊張度を
考慮しながら統合的に制御すると方法を模索した。制
作システムは、各パラメータの計算処理をMax[2]で行
い、LilyPond[3] で処理された内容を楽譜化する手法を
用いた。
実装に際しては、楽曲上の構成を考慮し、３つの音
楽的なブロック用プログラムが作成された。１つ目は
「完全連符部」とも呼ぶべき “音程が固定された、１拍か
ら４拍までの拍数の開始と終了の際に休符を持つ音形”
（図２）。
２つ目は “複数の音高による不完全な連符を持つひと
続きの音形”である「不完全連符部」（図３）。
３つ目は「挿入部」としての役割を果たす “最高音、
足を踏み鳴らす、叫ぶ、というパフォーマンスを行う部
分”。この３種類のプログラムによって作成されたデー
タを活用して作品を構成した。各ブロックにおいては、
開始休符、終了休符、連符種、連符内休符、連符種の連
関を、それぞれ確率テーブル、マルコフ連鎖等を用いて
データ作成を行った。

図 2. 完全連符部

5. おわりに

当初、各パラメータの緊張度を統合的に利用し、前後
関係や楽曲構造に反映させ、緊張度を構造的に利用し

図 3. 不完全連符部

てゆく方法を模索していたが、本作では最終的に、各ブ
ロックで作成されたデータを、作曲者が取捨選択し再構
成するという方法を採った。作曲者の内的な思考を実際
のプログラミングに反映させるのは、無意識的、意識的
な思考の具体化と共に、音楽的パラメータの相互関係を
把握する（または主知的に設定する）必要があり、その
明確化が今後の課題となるだろう。
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